
                   

別表３　教育課程表

単位数 第１学年 第２学年 第３学年 時間数 実務 基準単位数

1 1 15 有
2 2 30 有
1 1 15 有
2 2 30 無
2 2 30
1 1 15
1 1 15 有
2 2 30 無
1 1 15 有
1 1 15 無
1 1 15 無
2 2 30 有
1 1 15 無
2 2 30 無
2 2 30
1 1 15 無
1 1 15
1 1 15 有
1 1 15
1 1 15 有
1 1 15
1 1 15
1 1 15
1 1 15
1 1 15
1 1 15 有
1 1 15

医療・福祉と社会問題 2 2 30 有
1 1 60 有
37 24 12 1 600 20
1 1 15 有
3 3 45 有
2 2 30 有
3 3 45 有
1 1 30
1 1 15
1 1 15 有
2 2 30 有
1 1 15
2 2 30 有
1 1 15 有
2 2 30 有
2 2 30 有
1 1 15
2 2 30 有
2 2 30 有
2 2 30 有
2 2 30
1 1 15
1 1 15
1 1 15
34 25 9 0 525 15
1 1 15
3 3 45
2 2 30 有
2 2 30 有
2 2 30
10 4 6 0 150 7
2 2 30 有
2 2 30 有
2 2 30
2 2 30 有
1 1 15 無
2 2 30
11 7 4 0 165 9
1 1 15 有
2 2 30 有
1 1 15
4 3 1 0 60 1

専門基礎分野 59 39 20 0 900 32

栄養学

言語療法学科

基
　
礎
　
分
　
野

手話

日本語表現法

科学的思考の基盤
人間と生活
社会理解

言語聴覚療法の基盤

カウンセリング論

文献研究法

キャリア教育１

コミュニケーション体験論

キャリア教育２

関係法規

科　　　　目

生理学
生理学実習

病理学

保健体育１
保健体育２

ホスピタリティー論１
ホスピタリティー論２
ホスピタリティー論３

文化人類学

物理学
情報工学
統計学
生物学
福祉援助論

音楽療法

教養セミナー

教育学

心理学概論

芸術論

レクレーション技法

英語２
英語１

小　　　　計

内科学

社会保障制度

臨床歯科医学口腔外科学

呼吸発声発語系の解剖生理

心理測定法

聴覚心理学

小　　　　計

言語学
音声学１
音声学２
音響学

リハビリテーション概論１

リハビリテーション概論２

小　　　　計
言語発達学

小児科学
精神医学
リハビリテーション医学

専
 
門
 
基
 
礎
 
分
 
野

臨床運動学

人体のしくみ・
疾病と治療

形成外科学

画像診断学

脳神経外科

聴覚系の解剖生理
神経系の解剖生理

合　　　　計

臨床心理学
臨床心理検査法
生涯発達心理学
学習認知心理学

解剖学B

呼吸リハビリテーション

医学総論
解剖学A

耳鼻咽喉科学
臨床神経学

小　　　　計

小　　　　計

社会保障・教育と
リハビリテーション

言語とコミュニケーション

心の働き



別表３　教育課程表

単位数 第１学年 第２学年 第３学年 時間数 実務 基準単位数

言語聴覚障害概論 4 4 60 有
言語聴覚障害診断学 4 4 60

4 4 60
12 4 4 4 180 2

言語聴覚療法管理学 2 2 30
1 1 15 有
3 1 0 2 45 2

失語症１ 2 2 30 有
失語症２ 4 4 60
失語症３ 2 2 30
高次脳機能障害１ 2 2 30
高次脳機能障害２ 2 2 30

12 2 6 4 180 6
言語発達障害学１ 2 2 30 有
言語発達障害学２ 4 4 60
言語発達障害学３ 1 1 15
脳性麻痺 2 2 30
重複障害 1 1 15

10 2 6 2 150 6
3 3 45

運動障害性構音障害 3 3 45
機能性構音障害 3 3 45
器質性構音障害 2 2 30

2 2 30
1 1 15
2 2 30
16 0 13 3 240 9

小児聴覚障害１ 2 2 30 有
小児聴覚障害２ 2 2 30
成人聴覚障害１ 3 3 45
成人聴覚障害２ 1 1 15
補聴器・人工内耳 2 2 30

1 1 15
11 2 5 4 165 7
2 2 30
2 2 30 2

専門分野 66 11 34 21 990 34
1 1 40 有
3 3 120
17 17 680
21 1 3 17 840 15
183 75 69 39 3330 101

※1単位の授業時間数は講義及び演習については15時間から30時間、実験、実習については30時間とする。
　臨床実習については40時間を1単位とする。

1年 1030
2年
3年
合計 1030

実務経験あり

言語療法学科

臨床実習

臨床実習１（見学実習）

臨床実習２（評価実習）
臨床実習３（総合臨床実習）

小　　　　計
総　　　　　　　計

合　　　　計

科　　　　目

専
　
門
　
分
　
野

言語聴覚障害総論
言語聴覚障害学セミナー

小　　　　計

言語聴覚療法管理学 リスク管理学（救命救急含む）

小　　　　計

失語・高次脳機能障害学

小　　　　計

言語発達障害学

小　　　　計

発声発語・摂食嚥下障害学

音声障害

嚥下障害１
嚥下障害２
吃音　　

小　　　　計

聴覚障害学

視覚聴覚二重障害
小　　　　計

地域言語聴覚療法
地域言語聴覚療法学

小　　　　計



別表３ 教育課程表 言語療法学科
単位数 第１学年 第２学年 第３学年 時間数 実務 基準単位数

日本語表現法 1 1 15 有
芸術論 1 1 30 無
文献研究法 1 1 30 有
カウンセリング論 1 1 15 有
文化人類学 1 1 15 有
教育学 1 1 30 無
福祉援助論 1 1 15 有
生物学 1 1 15 無
統計学 1 1 15 無
情報工学 1 1 30 有
物理学 1 1 15 無
英語1 2 2 30 有
英語2 2 2 30 有

1 1 15 有
1 1 15 有
1 1 15 有
1 1 15 有
1 1 15 有
20 13 6 1 360 12
1 1 15 有
1 1 30 有
1 1 30 有
1 1 30 有
1 1 30 有
1 1 30 有
1 1 15 有
1 1 30 有
1 1 15 有
1 1 30 有
1 1 15 有
1 1 30 有
1 1 30 有
1 1 15 有
1 1 30 有 1
1 1 30 有
1 1 30 有
1 1 30 有
18 14 4 465 13
1 1 15 有
2 2 45 有
1 1 30 有
1 1 30 有
2 2 30 有
7 2 5 150 7
2 2 30 有 2
1 1 30 有
1 1 30 有
1 1 30 有
1 1 15 有
1 1 30 有 1
7 5 2 165 7
1 1 15 有
2 2 30 有
1 1 15 有
1 1 15 有
5 3 2 75 2

社
会
福
祉
教

育
系

社会保障制度

2
リハビリテーション概論1
リハビリテーション概論2
関係法規

小　　　　計

6

小児科学
精神医学
リハビリテーション医学
耳鼻咽喉科学
臨床神経学
形成外科学

言
語
学
系

言語学
音声学1

2
音声学2
音響学

2
聴覚心理学
言語発達学

小　　　　計

医学総論

3

解剖学A
解剖学B
生理学A
生理学B
生理学実習
病理学

心
理
学
系

臨床心理学

7
臨床心理検査法
生涯発達心理学
学習認知心理学
心理測定法

小　　　　計

臨床歯科医学口腔外科学

呼吸発声発語系の解剖生理

3聴覚系の解剖生理
神経系の解剖生理

小　　　　計

専
門
基
礎
分
野
医
療
系

内科学

4

保健体育1
2

保健体育2
ホスピタリティー論1
ホスピタリティー論2
ホスピタリティー論3

科　　　　目

基
　
礎
　
分
　
野

人文科学 2

社会科学 2

自然科学 2

外国語

小　　　　計



別表３ 教育課程表 言語療法学科
単位数 第１学年 第２学年 第３学年 時間数 実務 基準単位数科　　　　目

2 2 60 有
2 2 60 有
2 2 60 有

1 1 30 有
2 2 60 有
1 1 30 有
1 1 30 有
1 1 30 有

1 1 30 有
2 2 60 有

　　言語発達遅滞3 1 1 30 有
1 1 30 有
1 1 15 有

2 2 45 有
2 2 45 有
2 2 45 有
1 1 30 有
1 1 30 有
1 1 15 有
1 1 30 有

1 1 30 有
2 2 45 有
2 2 45 有
1 1 15 有
1 1 30 有
1 1 15 有
12 12 480 有 12
48 5 20 23 1425 44

1 1 15 有

1 1 15 有

1 1 15 有

1 1 15 有

1 1 15 有

1 1 15 有

1 1 15 有

1 1 15 有

1 1 40 有
2 2 80 有
1 1 30 有
12 2 8 2 270 8
117 44 47 26 2910 93

1年 925
2年 1070
3年 810
合計 2805

実務経験あり

総　　　　　計

専門臨床特論4
(音楽療法)

専門臨床特論5
(栄養学)

介護保育実習
臨床体験実習
症例演習
小　　　　計

　　臨床実習
小　　　　計

選
択
必
修
分
野

言語聴覚障害学特論１
(リスク管理)

専
　
門
　
分
　
野

Ⅰ.言語聴覚障害総論
　　言語聴覚障害概論

Ⅲ.言語発達障害
　　言語発達遅滞1

6
　　言語発達遅滞2

　　脳性麻痺
　　重複障害
Ⅳ.発声発語嚥下障害学
　　音声障害

9

　　運動障害性構音障害

8

言語聴覚障害学特論２
(呼吸リハビリテーション)

言語聴覚障害学特論３
(地域リハビリテーション)

専門臨床特論1
(臨床運動学)

専門臨床特論2
(脳神経外科学)

専門臨床特論3
(CT・MRI読影)

Ⅴ.聴覚障害学
　　小児聴覚障害1

7

　　小児聴覚障害2
　　成人聴覚障害1
　　成人聴覚障害2
　　補聴器・人工内耳
　　視覚聴覚二重障害

　　機能性構音障害
　　器質性構音障害
　　嚥下障害1
　　嚥下障害2
　　吃音　　

4　　言語聴覚障害診断学
　　言語聴覚障害学セミナー

Ⅱ.失語・高次脳機能障害学
　　失語症1

6
　　失語症2

　　高次脳機能障害2

　　失語症3
　　高次脳機能障害1


